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クロスバー式交換機用マルチ･コンタクト･リレー

井 忠 夫* 海 野 催 事**

HitachiMulti-COntaCt Relaysfor Cross-bar System

Exchange Use

By Tadao Mitsuiand YoshiyukiUnno

Totsuka Works,Hitachi,Ltd.

Abstraet

The cross-bar system which has brought about a remarkableimprovement

for the automatic telephone exchangein bothqualityandperformancegenerally

makes use of multi-COntaCt relaysin order to shorten the closing time by

Operating a number of contacts at the same time.

Hitachi,Ltd.recently completed a new type multi-COntaCt relay featuring

longlife and stability.This relay provides60sets of making contacts and2

pleCeSOfdriving magnets each of250f2･Its contact sprlng tenSionis about

28g and the operating timeis rated at about12ms.The cQntaCt Sprlng

designedin twin contact type,andis suitable for multi-Wlrlng.Thistype

is

is

economicalfor only smallfloor spaceis needed foritsinsta11ation.In alife

testin whichfive million time operation was carried out the relay proved to

have a satisfactory stability withoutcauslngin the test any noticeable changes

inits characteristics.

〔I｣緒 言

自動電話交換機の品質,性能を飛躍的に向上し,市内

外の電話回線を増加させて,サービス向上の要望にこた

えるには,現在のステップ･バイ･ステップ方式にかわつ

て,クロスバー交換方式の採用が望ましいとされ,すで

に日本電信電話公社においても各棟の検討試作が進んで

いる｡

日立製作所においても,戦後,クロスバー交換方式の

研究を再開(1)し,今回容量80回線の小目動交換機を製

作して関西電力株式会社姫路発電所へ納入し(2)(3),[l本

信電話公社へも納入の予定である｡

クロスバ←交換方式の大きな特長の一つは,通信回路

と接続回路を分離して,サービス上,患た経済上有利な

共通制御方式を採用していることにある｡そのためこの

共通制御方式でほ,クロスバースイッチのほかに,電子

管や特殊用途の継電器など,動作時間が早く安定で長寿

命のいろいろな新しい機器が使用されている｡そのうち

の一つとして米国ウエスタン･エレクトリック会社のク

ロスバー方式に使用されている機器にマルチ･コン･タク
***
日立製作所戸塚工場

ト･リレー(4)がある｡このリレーが初めて製作されたの

は1930年代であって,クロスバー式自動交換機が実用化

されるのと同時に使用され,その後引続きウェスタン･ク

ロスバ←方式に 用されており,多数の接点を同 -

閉できて,共通配線の手数がほぶけ,しかも占有而柿が

少く,共通制御方式の使用に適した機器である｡

今回日立製作所において上記小自動交換棟の製作に当

り,本リレーの有用性を認めて 作を開始し,十分な検

討の結果,予期した性能のものを完成して好評裡に納入

することができた｡以下にその畑作を述べる｡

〔ⅠⅠ〕マルチ･コンタクト･リレーの

構造と特長･

(り 概 要

寸 法 高さ……………… 270.8mm

幅
………………･･‥70mm

奥行………………….99mm

重 量‥‥. ‥ 約1.31(g

駆動電磁石……………… 2箇,各250良

搭載接点数…………….メーク接点 60組

各30紬ずつ駆動可能
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第1図

Fig.1.

マルチ･コン′タクト･リレー(1)

Multi-COntaCt Relay(1)

(2)構 造

マルチ･コンタクト･リレーは第1囲および第2図こ

示すように,クロスバースイッチ(2)のバーチカル･ユニ

ットに類似し,第3図ニホすように防塵用カバーをつけ

てきわめて近接した状態で上りつけ使用される｡

その構造は中央の取付板の左仰は接点バネ剋ユ瑠,他

方に駆動部分の電磁石および接挿子を有する｡

(A)接点バネ組立剤

(a)図示のように,6レベル,10紐,計60組のメ

ーク接J.㌧群より成り,可動バネ,静止バネは端子

側を絶縁板で隔てて取付けられ,静.Ilニバネの前部

は絶縁板にかLめられて固定される｡

(b)可動バネの先端ほ2分され,十分な独立性を

有する双子接点形となっている,静止バネほこれ

に対応した2筒の接点を有する｡

(C)可動バネの㍍動には,フェノール･レジン積

層板製のカードを使用し,接極子に一番近い■可動

バネはカードを離すプノ向に,他の可動バネ∴土カー

ドを接極子こJ二Eする'ん向に張力が加えられてい

る｡

(d)接点バネの端子側こヱ裸維による共通l配線の可

能な構造になっている｡

(B)駆動部分

(a)250Qの電磁石2筒を有し,これ∴対応した

評 論 第37巻 第■11号

第2図

Fig.2.

マルチ･コンタクト･リレー(2)

Multi･COntaCt Relay(2)

第3囲 クロスバー式自動交換機のマルチ･

コン'タクト･リレー

Fig.3.Multi･COntaCt Relay Groupof

Crossbar System Automatic

Switchboad

接極子2箇により,1組で30組のメ←ク接点を駆

動する｡この電磁石は同時でも,別々でも駆動す

ることが可能である｡

(b)磁気回路は,顆付根の下の 鉄と接極子がい

わゆるナイフ･エッジ形で結合され,磁気回路の

能率がよく,かつ磨耗の少い構造になっている｡

(c)接極子に調整用ネジがあり,容易に援恒子の

平常位置を調整することができる｡

(3)取 付

マルチ･コンタクト･リレーを交換装置にとりつけた



ク ロ ス/ミ･一式交換機用マルチ●コ
ン タ

ところを第3図に示す｡図示のよう

の2筒の

ている｡

磁石の空間に入って著し
ノ
■＼

バネ組立部が隣り

占有面積を減少し

(4)マルチ･コンタクト･リレーの特長

(A)桜一 占 の搭 数が多い｡

〔ⅠⅠ〕(2)(A)項で説明したように,60組のメーク接点

群を有し,30組ずつ2組の電磁石と掛泰子によって駆動

される｡したがって接点30組のリレー2筒としても使

用可能である｡

(B)動作性能がすぐれ,長寿命である｡

綾に〔ⅠⅠⅠ〕項で説明するようにすぐれた性能を有し･

長期間の使用後も当初の性能が安定に保たれるっ

(C)共通配線が行いやすい

接点バネの端子側形状は,裸組で共通配線のできる形

であり,接続配線の手数を軽減しているロ

(D)占有面積が少い｡

〔ⅠⅠ〕(3)項で説明したように･接点バネ組立剤が隣接

したリレーの2箇の電磁石の問の空間に入って,取付ピ

ッチを減少させるから,たとえば,普通の水平形継電器･

をこのリレー･と同一接点を有するように使用するよりも

占有面積は少くてよい｡

(5)用 途

〔Ⅰ〕項で述べたように･元来･マルチ･コンタクト･リ

レ【は共通制御方式に使用する目的で開発されたため,

用途も主としてその方酢こ向けられているD今後もその

傾向は変らないと思われるが,多数の接点を同時に開閉

できるこ･と,動作･復旧晰一冊が早く性能が安定,また共

通配線が有利であるなどの有利な点を十分利用すること

によってクロスバー式自動交換機以外にも使用されるこ

とになるものと考えられる｡

具体的な使用例として,米国ウエスタン･エレクトリ

ック会社のNo･5クロスバ←方式の例を簡単に述べるロ

N｡.5クロスノミー∴方式において,マルチ･コンタクト

リレーが使用されるのは,マーカと,他の共通制御回路

ぉよびスイッチ･フレームの間を接続するコンネクタで

ぁる｡そのおもな理鋸･ま,クロスバーカ式で甘交換機の

接続時問を短かくするため,ダイヤル･イン/くルスを符

号化して伝送,蓄積を行う｡この符号伝送などに当って

は多数の径路,したがって多数の接点が必要になり･コ

ソネクタt.･まマ←カとスイッチ･フレ←ム間などを接続し

伝送径路の巾枢になるので,多数の接点到司時に開閉す

ることが必要になる｡

N｡.5クロスバープノ式には7種類ものコンネクタがあ

るが,そのいずれもが多数の径路を同時に閉じることを

必要とするので,どのコンネクタもマーカ1筒当りマル

チ.コンタクト･リレー1箇以上を使用している〇
この
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スイ･ソチ･フレー揖

または

マ十n以外の

‥､､･リ

lい･･

■
.
｣

コン宗クタ別働回路へ

マルチ.コンタクト･リレr使用回路

SchematicDiagramofMultidCOntaCt

Relay Circuit

第1表

Tablel.

動 電 流

放 電 流

第 2 表

Table2.

駆動電磁石の感動電流および開放電流

OperatingandReleasingCurrent

of Magnet (単位mA)

駆動電磁石の動作および復旧時間

OperatingandReleasingTimeof

Magnet (単位ms)

一例を第4図に示す｡

たとえば,トランク･リンク･コソネクタは同時に240

の径路を閉じるため,4箇1組のマルチ･コンタクトリ

レ一群を備えている｡今回製作したクロスバr式交換機

においてはマーカ･コンネクタとして約150筒の接点を

同時に開閉するために,3箇1組のマルチ･コンタクト

リレイ群を使用した｡このように,マルチ･コンタクト

リレーを使用するのは,第1にその接点数が多いためで

ぁる｡もちろん使用に当っては共通配線用端子によって

配線を容易にするなどリレーの特長を十分に生かして使

用している｡

〔ⅠⅠⅠ〕マルチ･コンタクト･リレーの性能

クロスノミ一式小自動交換機に使用したマルチ●コンタ

クト.リレーのおもな性能はつぎの通りであるっ

(り 一般性能

(A)電流特性

リレーの感動電流,開放電流などを第1表に示す｡

(B)暗間特性

リレーの動作■復旧時間は第2表に示す｡
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第3 麦 接 点 バ ネ 張 力

Table3･ContactspringTension

接点バネ張力 27.8

日 立 評 論

(単位g)

最 小 値

第4表 各レベルの接点バネ張力

Table4･Contact Spring Tension of

Each Level

(単位g)

接点バネ張力l平

No.1′モ ネ

No.2 バ ネ

No.3 バ ネ

No.4 バ ネ

No.5 バ ネ

No.6 バ ネ

10.7

13.3

13.3

14.8

14.8

15.1

最 大 値

18

い:

18

20

20

21

(注)接極子に近いバネから順に番号を附した｡

最 ′ト 値

(C)接点バネ張力

接点バネ張力は,双子可動バネの両側先端で測定し,

茅3表の値をえた｡

すなわち,接点バネは20g以上の張力を有し,接点

の接触不良を起すおそれはほとんどない｡また各レベル

ごとの可動バネおのおのの接点バネ張力は,片側先端の

接点位置で測定して貰4表のごとくであり,そのバラツ

キは非常に少い｡

(D)接点バネの独立性

可動ノてネ先端は双子に分かれており,片側が塵挨など

のため接触不良となっても他方の接点が開成するように

なっている｡本リレーは一方の接点に約0･3mmの大き

さの魔境が入っても,他方の接点は接触するように十分

な独立性を有し,なお防塵カバーによって塵挨が接点間

に入るのを防いでいるので,接触不良はほとんど完全に

防ぐことができる｡

(E)負荷および吸引力特性

本リレーの負荷ならびに吸引力年別生の計算値と実測値

を貰5図に示す｡

(F)接点動作特性

本リレーを動作させた場合の接点動作特性ほ,硯用の

水平形継電器よりもすぐれ,チャッタリングほブラウン

管オツシロで朋朋IJした場合,接点信号を走査なごの方法

で拡大しなければ認められない程度である｡

(2)特殊試験に対する性能

(A)温度上昇試験

本リレーは巻線抵抗が比較的小さいので相当大きな電

流が流れるが,直流48Vを直接加えて連続試験をした

場合,抵抗法で測定した温度と時間の関係は弟`図のよ

■うになり,巻線内部の平均温度上昇は最大約45〇Cであ

第37巻 第11号

♂/ ♂プ βJ 〟 〝 〝

投棄のほ角賀す引立忘 年割犬態のイ正置

接庸子と軟′山中心の空隙(ノ抑)

第5国 負荷および吸引力特性

Fig･5･Load
andPullCharacteristics
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第6図

Fig.6.

~■→ 時 間 (別

温 度 上 昇 特 性

CharacteristicsofTemperature

Rise

るから実用上問題はない｡また実際に使用される場合も

共通制御回路の性質から,その多くは連続通電されるこ

とがないので,その点からも十分な安全率を有する｡

(B)寿命試験

現在約500万回の接続動作を 了したが,その結果は

第7囲および第8図に示す通り全く異状なく,ほぼ初め

の性能を維持している｡マルチ･コン･タクト･リレーは



ク ロ ス ち亡 換｣父式∴

ノ2汐 見汐 j材 譲好

一-----一 様続凱作回数 (万回)

､､､､

第7因 寿命試験における感動電流および

開放電流の変化

Fig.7･ChangeofOperatingandRe･

1easing Currentin LifeTest

動作頻度の多い回路に使用されるので,特に長寿命であ

ることが必要で,引続いて試験を続行中であるG

〔ⅠⅤ〕結 盲

以上今回日立製作所が日本電信電話公社ならびに関西

電力株式会社姫路発電所に納入すべく製作したクロスバ

ー式小自動交換機用のマルチ･コンタクト･リレ←につい

てその概要を報告した｡このリレ←の特長を再記する土

(1)多数の接.克を同時に開閉する〇

(2)動作特性がすぐれ,かつ安定,

(3)共通配線が容易な構造である0
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寿命試験による接点バネ張力の変化

ChangeofContactSpringTension

in Life Test

(4)占有面積が少い｡

なごであり,いずれも満足すべき特性をうることができ

た｡今後なお十分検討を続けて特性の改善をはかり,需

要家各位の御要望にこたえるつもりである0今後いつそ

うの御批判をお臥､する次第であるQ
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実用新案 第413346号

新 芽 の 膠 介

梅 沢 信 義

増 幅 発 電 機 励 磁 装 置

レオナード発電機の界磁制御を増幅発電機で行うに当

り,レオナード電動横の状態に対して発電機の電圧を即

応せしめるためには最も根本問題として増幅発電横界磁

鉄の特性すなわちヒステレシス特性が吟味される｡ヒス

テレシスループを小さくするために従来珪素銅板の特殊

熱処理がとり上げられてきたのであるが,未だ十分なも

のとはいい難く,かつ発電機の形体を大ならしめ,全体

として高価となるきらいがあった｡本案はこの難問を簡

単に解決したものである｡図におレ､てβは増幅発電乳

1はその分巻界磁線輪,点はその界磁調整抵抗,2は制

御用界磁線輪,3は饅逓制御用界磁練乳Gはレオナー

ド発電機,4はその励磁緑輪で,2は制御電源につらな

り3はGの出力端子間に接続すること従来普通のどとく

であるが･この考案においてはそれにさらに任意の定

圧源から他励磁される消破線翰5を附加したことを特長

とするもので,その励磁方向は3の方向と同一にしたも

のである｡この線輪5をもたぬ従来の方式では磁極の珪

素銅板を熱処理したものでもヒスチレンスループは第2

図A(実線)のどとくであるのに対し,線輪5を加えて

第 1 図

実用新案 第421856号

単 極 整 流 器 の

単極整流器において点弧極,励孤極などのいずれか一

方または双方が図のどとく器槽の下部から斜外方に突出

している構造でほ,器槽を冷却するために槽の外周に冷

却蛇管を巻給しても突出極の付け根の部分はそれが邪魔

になつ七蛇管の巻絡ができないうらみがあり,その部分

の冷却は不十分となる欠点があった｡本案はこの欠点を

除去するために器槽1の外周に巻いた冷却管9の上に包

囲外筒10を=かぶせ,勿論外筒10の下部は点孤極7才Fよ

び励狐極8の付け根の部分をも油密に包被し,1と10と

による空所内に絶縁油のような冷却媒体11を:注入して冷

却蛇管10および極7,8の附け根部分を袖にひたしたよ

うな形にしたものである0国中2は水銀陰極,3は陽極,

4は格子軌5はこ浮新路子,6は陽極板である｡冷却蛇

管9は槽1の上部は順調に巻絡されるが7,8の付け根に

近づくにしたがって巻絡が荒くなり,時にたすき掛けの

ようにならざるをえず0そのために最も高熱部分が冷却

されぬおそれがあったが,本案の構造によれば油が奪熱

その励磁を調整したところ同国β曲線(鎖線)のどとく

ル←プを顕著に縮少することができた｡しかもこのとき
故意に磁極珪素銅板を特殊熱処理しなかった｡本考案の

この効果は理由かならずしも詳らかでないが実験的にき

わめて明白であって,残留磁気効果にもとずく界磁調整

の乱調を未然に防止しうる点において高く評価される｡

(宮崎)
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宏

の禰助役を果して十分な冷却効果をあげることが
る0

(宮崎)
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